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山口型放牧による植生変化についての現地試験を実施

畜産技術部（畜試）

平成22年6月21日

平成22年６月11日、山陽小野田市山川のセイタカアワダチソウ主体の耕作放棄地27ａ

に当部の試験牛２頭を放牧し、現地試験を開始しました。

この放牧地では、平成18年から毎年継続して放牧を行っており、生育する植物の種類

や量がどのように変化するのかを調査しています。開始当初は、ほとんどがセイタカア

ワダチソウでしたが、現在ではその割合が約半分程度まで減って、代わりにススキなど

のイネ科植物が見られるようになりました。
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